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Fig. 1 Data control technique based on image spatial locality and color pattern for 3D-TLC NAND flash [1] 
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空間的な局所性および色のパターンを持つ画像を高信頼に保存し，画像認識精度を高めるデー

タ制御技術を提案した[1]。イメージセンサで取得したピクセルデータの容量は将来増加するため，

本提案では 3D-TLC NAND 型フラッシュメモリを用いることで大容量のデータ保存を可能とする。 

まず，画像データの(Green, Blue, Red)をそれぞれ，3D-TLC NAND 型フラッシュの 1ワードライ

ン(つまり Upper/Middle/Lowerページ)に保存する (Fig. 1)。この結果，イメージセンサで取得した

画像の行データが同じワードラインに保存できる。同じ行のデータは似た色を持っているため，

行ごとに適したデータ変調を行うことができる。一方で，3D-TLC NAND 型フラッシュは書き換

えやデータ保持により信頼性が低下する問題があり，しきい値電圧の低いセルほど信頼性が高く，

しきい値電圧の高いセルほど信頼性が低い。そのため，3D-TLC NAND 型フラッシュに Asymmetric 

Coding (AC) [2]を適用し，画像データを信頼性の高いセルに保存するように変調する。さらに画像

は，空間的な色の分布を持つため，画像データの行ごとに最適な ACを適用した。CIFAR-10デー

タセット[3]を用いて検証した結果，提案手法を用いることで 3D-TLC NAND 型フラッシュの信頼

性が 82.4%，画像認識精度が 5.1%それぞれ向上した。 
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